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３． 疾病の予防と医療水準向上への期待の要因 

平成 16 年度将来動向調査報告書 [がん、感染症の免疫療法の将来動向」（ヒュ

ーマンサイエンス振興財団）の専門家を対象としたアンケート調査によれば、今

後、国内で開発されることが重要と認識されているワクチンは、表７のとおりで

ある。 

※  当該アンケート調査は、平成 16 年 11 月から 1 月までに実施された。アンケート送付対

象者としては、日本癌学会、日本免疫学会、日本癌治療学会、基礎的癌免疫研究会、が

ん分子標的治療研究会、日本感染症学会、日本細菌学会、日本ウイルス学会などの各学

会評議員及び会員等から抽出された者及び (財)ヒューマンサイエンス振興財団賛助会員

企業から抽出された免疫療法分野と関わりがあると思われる企業であった。感染症関係

では 102 名の専門家からの回答に基づき集計されている。回答者の所属は、大学又はそ

の付属病院（57.8%）、研究機関（11.8%）、病院 3.9%、企業 24.5%、その他 2.0%であった。 

表７ 開発が重要と考えられるワクチンとその理由 

 重要と考えられる理由 ワクチン 

医学的及び社会的な影響が大きい インフルエンザワクチン、結核菌、ＳＡＲＳ、Ｈ

ＣＶ、ＨＩＶ、肺炎球菌、ウイルス性出血熱 

ワクチンによる制御が可能又は好

ましい 

インフルエンザワクチン、インフルエンザ菌、ウ

エストナイル熱、肺炎球菌、結核菌 

他の方法による制御が困難 ＨＣＶ 

致死的又は重要な感染症であるた

め 

ウイルス性出血熱、ＳＡＲＳ、ＨＩＶ、ウエスト

ナイル熱、サイトメガロウイルス 

グローバルな視野から必要 原虫（マラリア等）、ウエストナイル熱、ウイル

ス性出血熱 

 [がん、感染症の免疫療法の将来動向」から引用 

  


